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研究成果報告 

 

 わが国の農業は集約的な農法が主流であるため、農耕地面積の当たりの純窒素収支が輸入過剰の状態にな

っており、農地とその周辺環境における窒素（N）負荷は大きい。とくに、畜産地帯では主要な家畜糞尿処理

体系が堆肥化であるため、堆肥化の過程で N 成分の多くがアンモニアとして大気に揮散され、降雨があると

雨水に溶存し地上に負荷される。畜産地帯の周辺に森林がある場合、多量の N 沈着が森林生態系に流入し、

その N 循環に深刻な影響を及ぼすと考えられる。北海道千歳市は畜産業が盛んであり、公立千歳科学技術大

学から 5 km 圏内にも養鶏場や競走馬の育成牧場等、数か所に畜産施設が存在する。このため、美々公園な

ど、公立千歳科学技術大学の近隣に存在する森林にも多量の N 沈着があることが予想される。一方、畜産地

帯からのアンモニアの揮散量は畜産活動に依存すると考えられる。千歳市では 2023 年 3 月に高病原性鳥イ

ンフルエンザが蔓延し、計 120 万羽の鶏が殺処分される未曽有の事態となった。このことから、千歳市の畜

産地帯周辺の森林への N 沈着の影響は 2023 年とそれ以前とでは異なることが予想される。 

 森林生態系では林冠において葉の気孔やクチクラ表面、また、枝表面を介して N を吸収していると考えら

れ、N 沈着の大部分が林冠で補足されていることを報告する研究もある。一般的に N 沈着量が増えるほど N

沈着量に対する林冠の N 吸収量の割合は減少するため、N 負荷の大きい畜産地帯周辺の森林域では土壌の N

蓄積量が過剰となる窒素飽和現象が生じている可能性が高い。しなしながら、畜産地帯近隣の森林で林冠の

N 吸収量を評価した研究はほとんどなく、その実態は不明である。以上を踏まえ本研究では、北海道の代表

的な落葉広葉樹の一つであるシラカンバ（Betula platyphylla）に着目し、酪農地帯近隣のシラカンバ林で

はどのくらいの N 沈着があるのか、また、林冠による N吸収があるのか否かを検討することを目的とした。

シラカンバは陽樹に分類される先駆樹種であり、北海道の雑木林の林縁に多く生息する。シラカンバ林では

森林内部よりも林縁で N 沈着量が多い、いわゆる林縁効果を引き起こす可能性があるため、これについても

検討した。 

 公立千歳科学技術大学に隣接する美々公園のシラカンバで覆われた森林を対象に、林縁 1 箇所、林内 1 箇

所の計 2 箇所に林内雨観測用のプロット（それぞれ 10 m×10 m）を設置した。これらのプロットのシラカン

バの樹冠下に 3 つの雨水採水器を設置し、樹冠通過雨（TF）を採取した。また、プロット内とプロット近く

のシラカンバ 2 本に樹幹流（SF）採水装置を設置し、SF を採取した。さらに、プロット近くの露場において

林外雨（RF）観測用の雨水採水器を 3 つ設置し、RF を採取した。RF および TF の採取は 6 月～11 月の間に 2

週に 1 回～月 1 回の頻度で実施した。SF の採取については 10 月～11 月の間に 2週に 1 回～月 1 回の頻度で

実施した。試料水は採取後、ガラス繊維ろ紙で濾過し、硝酸イオン（NO3
-）およびアンモニウムイオン（NH4+）

の分析に供した。NO3-および NH4+の分析にはイオンクロマトグラフを用いた。 

 2022 年の RF による Nのバルク沈着量（BD）は 6 月～11 月の 157 日間で 6.3 kg ha-1あった。同期間にお

けるシラカンバ林内の TF による N 沈着量（TFN）は 9 kg ha-1であり、BD よりも多かった。これらを単純に

日数倍して年間量に換算すると、BD で 14.6 kg ha-1、TFNで 21 kg ha-1となったことから、本試験地におけ

る N 沈着量は森林土壌のもつ N 受容量（約 10 kg ha-1 y-1）を超えるほど多量であることがわかった。一方、

シラカンバ林縁部の TF による N 沈着量（TFE）は 157 日間で 4.5 kg ha-1であり、BD よりも少なかった。TFE
の内訳をみると、アンモニア態窒素（NH4+-N）の沈着量が 2.25 kg ha-1、硝酸態窒素（NO3--N）の沈着量が 2.25 

kg ha-1であった。NH4+-N の BD が 3.7 kg ha-1であったことから、林縁部ではとくに NH4
+-N の沈着量が少ない

ことがわかった。林縁部の開空度は晩夏から初秋にかけて林内のそれよりも有意に高かったことから、林縁

部では林内に比べて葉量が少ないと考えられた。以上のことから、シラカンバ林縁部では葉量が少ないこと

から、林冠で補足される NH4+-N の沈着量が少なかった一方で、林冠で多くの NH4+-N が吸収されたと推察され

た。 

 2023 年の 6 月～11 月の 161 日間における Nの BD は 5.8 kg ha-1であり、2022 年のそれよりもわずかに少

なかった。同期間の TFNはさらに少なく、2.6 kg ha-1であった。その内訳をみると、NO3--N の沈着量が１.54 

kg ha-1と BD のそれとほぼ同等であった一方で、NH4
+-N の沈着量が 1.04 kg ha-1で BD のそれの 1/4 程度であ

った。10 月～11 月の 40 日間に RF、TF、および SF を同時期に採取してそれらの NH4+-N を分析した結果、NH4+-

N の BD のうち 57%（0.4 kg ha-1）が林冠によって吸収されている可能性が示された。 

 本研究の結果から、畜産地帯周辺の森林域では N 沈着量が多いものの、養鶏場の活動停止等、畜産活動の

影響で年変動しうることが示された。また、N 沈着量が少ない場合、林冠による NH4+-N の吸収が顕在化する

ことが示唆された。 


